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追
善
願
文
と
は
、
死
者
の
冥
福
を
祈
る
忌
日
法
要
の

際

に

、

喪

主

の

願

意

を

述

べ

た

文

章

で

あ

る

。

そ

の

文

体

は

、

平

安

時

代

に

あ

っ

て

は

、

表

白

文

な

ど

と

同

様

に
、
対
句
表
現
を
基
調
と
す
る
四
六
餅
偏
体
で
あ
り
、

旺
盛
な
社
会
的
需
要
に
支
え
ら
れ
て
数
多
く
の
作
品
が

残
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
「
本
朝
文
粋
j

に
は
、
巻
第

十
四
の
部
立
て
を
「
願
文
下
追
善
」
と
し
て
特
立
し
て

い
る
点
注
目
さ
れ
る
。

「
本
朝
文
粋
j

は
、
式
家
の
鴻
儒
藤
原
明
衡
が
、
嵯

峨

天

皇

よ

り

後

一

条

天

皇

に

亙

る

十

七

代

二

百

余

年

間

の
我
が
平
安
盛
期
の
漢
詩
漢
文
の
英
華
を
集
め
、
そ
の

精
粋
を
選
ん
だ
模
範
文
例
集
で
あ
り
、
そ
の
書
名
は
、

眺

鉄

が

唐

代

の

詩

文

を

類

衆

せ

る

「

唐

文

粋

」

に

傲

い
、
賦
・
序
・
表
な
ど
の
門
類
名
と
そ
の
順
序
は
ほ
ぽ

「
文
選
」
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
「
文
選
」
の

~
 

ヽ

は
じ
め
に

1
追
善
願
文
の
語
彙
研
究
の
視
点

1

0
キ
ー
ワ
ー
ド
11
追
善
願
文
、

味
、
記
録
的
意
味

『
本
朝
文
粋
』

漢
語
、

象
徴
的
意

山

本

真

吾

門
類
に
な
い
「
願
文
」
が
立
て
ら
れ
て
、
か
つ
、
採
録

数
も
、
詩
序
や
表
・
奏
状
に
次
い
で
多
く
を
占
め
る
の

で
あ
る
。

こ
こ
に
願
文
、
就
中
、
追
善
願
文
が
、
当
時
日
用
現

実
の
実
務
実
用
の
文
と
し
て
需
要
の
高
ま
っ
て
い
た
こ

と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
模
範
文
を
必
要
と
し
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
注
1
)

。

一
方
、
願
文
は
、
単
に
〈
実
用
文
〉
と
し
て
、
「
喪

主
の
願
意
」
と
い
う
情
報
を
伝
達
す
べ
く
作
成
さ
れ
た

文
章
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
文
体
か
ら
修
辞
的
側

面
の
重
視
さ
れ
た
こ
と
も
疑
い
な
く
、
対
句
表
現
の
句

法
は
も
と
よ
り
、
一
々
の
語
彙
表
現
の
巧
緻
艶
麗
さ
が

要
と
な
り
、
作
者
の
彫
心
鎮
骨
の
努
力
も
こ
の
辺
に
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、
追
善
願
文
は
、
法
会
儀
礼
が
貴
族
社
会

で
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
必
要
な
文
章
と
し
て
、

社

会

的

需

要

の

高

ま

り

に

応

じ

て

作

成

さ

れ

た

〈

実

用
〉
文
と
し
て
の
側
面
と
、
言
語
表
現
の
芸
術
性
を
追

求

す

べ

く

〈

修

辞

〉

を

凝

ら

し

た

作

品

と

し

て

の

側

面

所

収

追

善

願

文

に

お

け

る

人

名

語

彙

の

象

徴

的

意

味

に

つ

い

て

-1-



の
双
方
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ

の

こ

と

は

、

一

篇

の

追

善

願

文

を

取

り

上

げ

て

そ

の
文
章
構
成
と
言
語
表
現
と
の
相
関
性
を
観
察
し
て
み

た

場

合

に

も

容

易

に

了

解

さ

れ

る

の

で

あ

っ

て

、

故

人

の
生
前
の
徳
や
逝
去
し
悲
し
み
に
暮
れ
る
様
を
述
べ
る

箇

所

で

は

、

対

句

を

駆

使

し

、

作

者

が

表

現

の

綾

に

エ

夫

を

凝

し

て

い

た

こ

と

が

確

認

さ

れ

、

法

会

の

規

模

や

様

子

を

克

明

に

記

述

す

る

箇

所

と

は

、

概

し

て

表

現

の

質
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ

し

て

、

さ

ら

に

、

こ

の

修

辞

的

表

現

と

記

録

的

表

現
の
異
な
り
は
、
一
々
の
語
彙
表
現
に
ま
で
及
ん
で
い

る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
平
安
時
代
の
追
善
願
文
を
広
く
見
渡
し
て

み
る
と
、

①

奉

造

立

金

色

阿

弥

陀

仏

観

音

勢

至

像

各

一

鉢

奉

書

金

色

妙

法

蓮

華

経

一

部

弥

陀

心

経

等

各

一

巻

奉
摺
写
墨
字
六
十
部
開
結
経

（
「
後
三
条
院
五
七
日
御
願
文
」
・
「
江
都
督
納
言

願
文
集
」
巻
第
一
）

の
よ
う
に
、
当
該
の
法
会
に
お
い
て
誰
が
ど
う
い
う
仏

像

を

立

て

、

ど

う

い

う

経

を

書

写

し

供

養

し

た

か

と

い
っ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
の
「
金
色
阿

弥

陀

仏

」

や

「

観

音

」

、

「

勢

至

」

は

、

当

該

の

法

会

に
関
す
る
情
報
と
し
て
の
〈
記
録
的
意
味
〉
し
か
持
た

な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、

〈
象
徴
的

意

味

〉

と

で

も

称

す

べ

き

も

の

が

認

め

得

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

確

か

に

あ

る

情

報

を

伝

達

す

る

た

め

に

文

章

を
纏
め
、
記
録
し
て
ゆ
く
作
業
に
は
、
第
一
義
的
に
は

情

報

と

し

て

の

〈

記

録

的

意

味

〉

を

す

べ

て

の

表

現

語

彙
が
担
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
追
善
願
文
（
ひ
い

て
は
漢
詩
文
）
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
何
か

の
象
徴
と
し
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
用
い
ら
れ
る
語
彙
も

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

②

紺

科

非

往

年

之

春

綺

羅

為

今

日

之

老

（

「

為

大

枝

豊

本

真

苓

等

先

批

周

忌

法

会

願

文

」

・

「

菅

家
文
草
』
巻
第
十
一
）

右

の

「

桃

李

」

は

、

単

に

果

実

の

桃

や

李

を

意

味

し

て

い

る

だ

け

で

は

な

く

、

故

人

と

な

っ

た

母

の

、

生

前

の
女
性
と
し
て
の
美
貌
を
、
桃
李
に
擬
え
て
描
写
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
語
は
、
文
脈
上
〈
女
性
の
美

貌

〉

の

象

徴

と

し

て

機

能

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

の

で
あ
る
。

③

鼎

湖

隔

雲

漏

水

屡

滴

（

「

朱

雀

院

四

十

九

日

願

文
」
・
『
本
朝
文
粋
j

巻
第
十
四
）

こ

こ

の

「

鼎

湖

」

は

、

元

来

中

国

湖

北

省

荊

山

の

ふ

も

と

に

あ

る

湖

で

あ

る

が

、

黄

帝

が

こ

こ

で

鼎

を

鋳

造

し

龍

に

乗

っ

て

昇

天

し

た

と

い

う

故

事

に

因

ん

で

、

朱

雀
院
の
逝
去
を
表
現
す
る
の
に
用
い
て
い
る
。

④

副

創

之

煙

早

登

陵

松

徒

老

提

河

之

浪

永

咽

流

年

空

過

（

「

円

宗

寺

五

大

堂

願

文

」

・

「

江

都

督
納
言
願
文
集
』
巻
第
一
）
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「
梧
紬
」
は
、
中
国
蒼
梧
野
で
舜
の
崩
御
し
た
故
事

か
ら
、
〈
帝
の
死
〉
と
い
う
象
徴
的
意
味
を
も
担
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
注
2
)

。

こ
の
よ
う
に
、
追
善
願
文
の
語
彙
に
は
、
大
き
く
、

①
の
よ
う
に
、
法
会
の
規
模
や
事
実
関
係
を
情
報
と
し

て

記

し

留

め

る

〈

記

録

的

意

味

〉

を

専

ら

担

う

語

彙

と

、

②

以

下

の

如

く

、

作

者

が

修

辞

の

技

を

凝

ら

し

た
、
〈
象
徴
的
意
味
〉
を
も
担
う
語
彙
の
二
つ
の
タ
イ

プ
が
存
し
、
こ
れ
ら
が
配
置
さ
れ
、
集
積
し
て
、
追
善

願
文
の
語
彙
表
現
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
も
の
と
理
解

す
る
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
れ
が
裁
然
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
な
性

格

の

も

の

で

は

な

い

が

、

理

論

上

両

極

に

位

置

す

る

も

の
と
し
て
措
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
「
本
朝
文
粋
j

所
収
追
善
願
文
の
語
彙
研

究
の
一
と
し
て
、
こ
の
後
者
の
意
味
に
関
し
て
考
察
し

て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
で
も
、
人
名
や
仏

名

と

い

っ

た

固

有

名

詞

に

注

目

し

よ

う

と

思

う

こ

に

3
)

。
右
の
②
ー
④
の
挙
例
か
ら
も
承
知
さ
れ
る
よ
う
に
、

追
善
願
文
に
認
め
ら
れ
る
〈
象
徴
的
意
味
〉
と
は
、
い

ず
れ
も
、
中
国
古
典
や
仏
書
の
故
事
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
端
的
に
指
し
示
す
の
が
、
こ
れ
ら
固
有

名
詞
の
語
彙
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

即

ち

、

願

文

の

言

語

表

現

を

享

受

し

理

解

す

る

者

は
、
こ
の
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
を
通
し
て
、
中
国
古

本
稿
で
扱
う
「
本
朝
文
粋
」
巻
第
十
四
に
所
収
の
追

善
願
文
は
、
左
の
十
五
篇
で
あ
る
。

ー
、
陽
成
院
四
十
九
日
御
願
文

一
日
、
後
江
相
公
）

2
、
朱
雀
院
四
十
九
日
御
願
文

日
、
同
右
）

3
、
朱
雀
院
周
忌
御
願
文

二、

『
本
朝
文
粋
j

（
天
暦
七
年
八
月
七
日
、

（
天
暦
六
年
十
月

典
や
仏
書
の
故
事
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
具
体
的
に
想
い
浮

べ
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
法
会
の
故
人
や
ゆ
か
り
あ
る

者
に
擬
え
る
修
辞
で
あ
る
と
の
理
解
に
到
達
す
る
の
で

あ
る
。

又
、
作
業
上
も
、
固
有
名
詞
に
注
目
す
る
こ
と
は
、

一
般
名
詞
に
比
し
て
、
故
事
の
引
き
当
て
に
関
す
る
認

定
が
容
易
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
有
効
な
指
標
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以

下

、

「

本

朝

文

粋
j

所

収

の

追

善

願

文

の

中

か

ら
、
人
名
及
び
仏
名
語
彙
の
す
べ
て
を
抜
き
出
し
、
こ

れ

に

つ

い

て

、

個

々

に

如

何

な

る

語

が

ど

の

よ

う

な

〈
象
徴
的
意
味
〉
お
よ
び
〈
記
録
的
意
味
〉
を
担
っ
て

い
る
か
を
検
討
し
、
さ
ら
に
こ
の
〈
象
徴
的
意
味
〉
を

担
う
語
彙
が
、
追
善
願
文
の
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
役

割
を
担
当
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い

と
思
う
。

（
天
暦
三
年
十
一
月

所
収
追
善
願
文
に
つ
い
て
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同
右
）

4
、
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文

廿
七
日
、
菅
相
公
）

5
、
華
山
院
四
十
九
日
御
願
文

二
日
、
江
以
言
）

6
、
一
条
院
四
十
九
日
御
願
文

一
日
、
江
匡
衡
）

7
、
村
上
天
皇
為
母
后
四
十
九
日
御
願
文

年
三
月
廿
日
、
後
江
相
公
）

8
、
為
二
品
長
公
主
四
十
九
日
願
文
（
寛
和
元
年
六

月
十
七
日
、
慶
保
胤
）

9
、
為
左
大
臣
息
女
女
御
四
十
九
日
願
文
（
天
暦
元

年
十
一
月
廿
日
、
後
江
相
公
）

l
o
、
為
大
納
言
藤
原
卿
息
女
女
御
四
十
九
日
願
文

（
寛
和
元
年
閏
八
月
二
日
、
慶
保
胤
）

ー
ー
、
為
謙
徳
公
報
恩
修
善
願
文
（
天
禄
二
年
四
月

廿
九
日
、
菅
三
品
）

1

2
、
重
明
親
王
為
家
室
四
十
九
日
願
文
（
天
慶
八

年
三
月
五
日
、
後
江
相
公
）

1

3
、
為
亡
息
澄
明
四
十
九
日
願
文
（
天
暦
四
年
九

月
四
日
、
後
江
相
公
）

1

4
、
為
右
近
中
将
源
宣
方
四
十
九
日
願
文
（
長
徳

四
年
十
月
十
二
日
、
江
匡
衡
）

1

5
、
為
覚
運
僧
都
四
十
九
日
願
文
（
寛
弘
四
年
十

二
月
十
日
、
江
以
言
）

右
の

1
ー

6
は

、

追

善

の

対

象

と

な

る

聖

霊

（
故

（
天
暦
八

（
正
暦
二
年
閏
二
月

（
寛
弘
五
年
三
月
廿

（
寛
弘
八
年
八
月
十

(
2
 〈
朱
雀
院

人
）
が
院
で
あ
り
、

7
i
1
0
は
、
皇
女
、
后
な
ど
貴

女
、

1

1
以
下
は
臣
下
な
ど
で
あ
っ
て
、
聖
霊
の
身
分

に
従
っ
て
配
列
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

右
の
十
五
篇
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
人
名
•
仏
名
を
示

す
と
見
ら
れ
る
固
有
名
詞
の
す
べ
て
を
抜
き
出
し
て
み

た
。
こ
れ
ら
を
以
下
、

I

、
仏
教
関
係
の
人
名
•
仏

名
、

11
、
漢
籍
関
係
の
人
名
、

m
、

そ

の

他

の

人

名

に

分
類
し
、
個
々
に
観
察
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

尚
、
引
用
は
、
久
遠
寺
本
（
昭
和
五
十
五
・
汲
古
書

院
）
の
訓
点
に
基
き
、
訓
み
下
し
文
（
原
本
の
ヲ
コ
ト

点
は
平
仮
名
で
、
右
傍
及
左
傍
の
仮
名
注
は
片
仮
名
で

表

示

、

[

]

の

漢

字

は

不

読

を

表

わ

す

）

及

び

原

漢

文

を

〔

〕

に

括

っ

て

示

す

こ

と

と

す

る

。

三
、
仏
教
関
係
の
人
名
•
仏
名
語
彙

こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
仏
典
に
見
え
る
、
仏
教
関
係

の
人
名
及
び
仏
名
語
彙
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
何
ら
か
の
象
徴
的
意
味
を
担
当
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る
人
名
•
仏
名
語
彙
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(
1
)

世
尊
（
↓
故
人
一
朱
雀
院
一
）

イ
ム
シ

n
ノ

カ

ク

テ

イ

ヨ

．

去

ー

春

ヨ

リ

以

ー

還

・

聖

1
鉢

不

ー

豫

ナ

リ

。

（
中
略
）
世
尊
、
風
を
患
フ
。
者
（
上
濁
）
ー
域
、

薬
を
猷
ス
ル
[
之
]
術
を
施
コ
ス
o

四
十
九
日
御
願
文
〉
二
五
七
頁
）
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へへ

チノ、..__,

[
之
]
初
メ
。
十
九
・
繹
尊

十

九

（

ナ

リ

）

。

繹

ー

尊

唱

は
．
繹
迦
如
来
一
年

(
1
ー
ニ
五
在
）

〔
言
其
尊
儀
婆
婆
世
界
十
善
之
主
計
其
賓
算
繹
迦
如
来

一
年
之
兄
〕

•
聖
ー
霊
遁
ー
世

モ
蓋
（
シ
）
乃

（
ノ
）

（
ノ
）

[
之
]

其

（
ノ
）

〔
去
春
以
還
聖
鉢
不
豫

薬
之
術
〕

右
の
記
事
は
、
柿
村
註
の
説
く
よ
う
に
（
注
4
)

「
菩

薩

隧

胎

経
j

巻

第

七

行

品

第

三

十

四

の

「

吾

昔

一

時

左

脇

患

風

。

使

者

域

令

治

」

（

「

大

正

蔵
j

第
十
二
巻
）

等

の

故

事

に

基

く

も

の

と

見

ら

れ

る

が

、

こ

の

願

文

に

お
い
て
か
か
る
故
事
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
「
世
尊
」

を

「

聖

鉢

」

す

な

わ

ち

「

朱

雀

院

」

に

擬

え

る

た

め

で

あ

り

、

よ

っ

て

こ

こ

の

「

世

尊

」

は

単

に

釈

迦

如

来

を

指

す

に

と

ど

ま

ら

ず

、

追

善

の

対

象

と

な

っ

て

い

る

朱

雀

院

を

象

徴

的

に

表

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

世

尊

（

釈

迦

如

来

）

は

、

こ

の

よ

う

に

故

人

に

擬

え

る

例

の

他

、

厳

密

に

は

象

徴

的

意

味

を

担

う

と

は

言

え

な

い

が

、

故

人

と

比

べ

た

り

引

き

合

い

に

出

し

た

り

す

る
例
が
、
追
善
願
文
に
は
散
見
す
る
。

尊
ー
儀
を
言
へ
は

シ
ュ主

。

其

（
ノ
）

婆

ー

婆

世

ー

界

十

善

カ
ソ

賓

ー

算

を

計

フ

レ

コ

ノ

カ

ミ

兄

ナ

リ

。

[
之
]

（
中
略
）

世

尊

患

風

者

域

施

猷

（
ノ
）

（
リ
）

ー

母

賓

ー

宮

・

上

1
皇

(
3
1
二
六

0
)

〔
昔
繹
迦
善
逝
為
報
摩
耶
之
恩
昇
初
利
而
説
法
今
國
母

賓
宮
為
筋
上
皇
之
徳
〕

前

二

者

は

故

院

・

陽

成

院

や

花

山

院

を

釈

迦

如

来

に

比

し

て

言

い

、

後

者

は

、

釈

迦

如

来

が

母

摩

耶

夫

人

の

恩

に

報

せ

ん

と

す

る

に

対

し

、

国

母

が

息

帝

の

徳

を

飾

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

但

し

、

一

方

で

追

善

法

要

に

関

わ

る

人

物

に

擬

え

た

り

、

引

き

合

い

に

出

し

て

述

べ

る

以

外

に

、

次

の

例

の

よ

う

に

、

仏

法

を

説

く

な

ど

〈

記

録

的

意

味

〉

を

専

ら

担
当
す
る
例
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

．
佛
界
は
信
を
貴
ビ
て
財
を
貴
ヒ
不
。
世
尊
は
誠
に
依

（
リ
）
て
物
に
依
（
ラ
）
不
。

(
9
1
二
七
五
）

〔
佛
界
貴
信
不
貴
財
世
尊
依
誠
不
依
財
〕

．
繹
迦
牟
尼
佛
弟
子
等
某
蹄
ー
命
頂
ー
礼
（
シ
）

に
白
（
シ
）
て
言
サ
ク
。

(
1
5
1
二
八
六
）

〔
繹
迦
牟
尼
佛
弟
子
等
某
蹄
命
頂
礼
白
佛
言
〕

(
2
)
摩
耶
（
↓
太
后
｛
陰
子
｝
） [

之
]

て
佛

ー

滅

（

ノ

)

[

之

]

期

は

八

十

・

聖

ー

霊

は

繰

に

是

レ
四
十
一
（
ナ
リ
）

0

（
5

1
二
六
四
）

〔
聖
霊
遁
世
之
初
十
九
繹
尊
蓋
乃
十
九
繹
尊
唱
滅
之
期

八
十
聖
霊
綾
是
四
十
一
〕

．
昔
シ
繹
迦
善
逝
．
摩
ー
耶

ン
カ
為
に
灼
ー
利
に
昇

（
ノ
)
[
之
]
恩
に
報
セ

て

ト
而

法

を

説

ク

。

今

国

カ

サ

徳
を
筋
ラ
ム
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ャ

．
摩
ー
耶
、

夢
に
入
ル
。
毒
ー
龍
、

ノ

n

悲
シ
ヒ
を
遺
シ
。

(
2
ー
ニ
五
七
）

〔
摩
耶
入
夢
毒
龍
遺
吸
珠
之
悲
〕

こ
れ
は
、
「
摩
詞
摩
耶
経
」
巻
下
に
あ
る
如
く
、
釈

迦

入

滅

の

時

、

母

摩

耶

夫

人

が

「

五

大

悪

夢

」

を

得

て
、
そ
の
四
つ
め
の
夢
が
「
有
四
毒
龍
口
中
吐
火
。
吹

倒
彼
帷
吸
如
意
珠
。
猛
疾
悪
風
吹
没
深
淵
」
（
「
大
正

蔵

」

第

十

二

巻

）

で

あ

っ

た

こ

と

に

基

く

も

の

と

考

え

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
摩
耶
」
は
、
「
世
尊
」
に

な
ぞ
ら
え
た
朱
雀
院
に
対
応
し
て
、
そ
の
母
で
あ
る
、

藤

原

基

経

の

女

穏

子

を

指

示

し

、

そ

の

「

身

心

疼

痛

如

被

刀

節

」

（

「

摩

詞

摩

耶

経
j

巻

下

）

の

心

境

を

表

現

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

．
昔
シ
繹
迦
善
逝
．
摩
ー
耶

ン
カ
為
に
切
ー
利
に
昇

[
之
]

術
を
施
コ
ス
。

ー

母

賓

ー

宮

・

上

ー

皇

（
前
掲
）

こ
れ
も
、
国
母
と
釈
迦
の
母
摩
耶
夫
人
を
対
比
的
に

配
置
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

(
3
)

者
域
（
↓
名
医
）

イ

ム

シ

コ

ノ

カ

タ

テ

イ

ヨ

．

去

ー

春

ヨ

リ

以

ー

還

・

聖

ー

鉢

不

ー

豫

ナ

リ

。

（
中
略
）
世
尊
、
風
を
患
フ
。
者
（
上
濁
）
ー
域
、

薬
を
猷
ス
ル

（
ノ
）

（
前
掲
）

（
リ
） （

ノ
)
[
之
]
恩
に
報
セ

て

ト
而
法
を
説
ク
。
今
國

カ
サ

徳
を
筋
ラ
ム

[
之
]

ス

珠
を
吸
フ

[
之
]

「

世

尊

」

の

病

の

治

療

に

当

っ

た

者

域

（

者

婆

と

も
）
は
、
当
代
の
名
医
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
文
脈
も
、

朱

雀

院

の

治

療

に

は

当

代

の

名

医

が

担

当

し

た

（

が

そ

の
効
空
し
く
、
亡
き
人
と
な
っ
た
）
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
従
っ
て
、
「
者
域
」
は
、
仏
典
に
あ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド

上

の

過

去

の

一

医

師

を

指

す

の

み

で

は

な

く

、

〈

当

代

の

名

医

〉

と

い

っ

た

象

徴

的

意

味

を

も

担

っ

て

い

る

と
考
え
ら
れ
る
。

(
4
)

阿

閤

世

王

（

之

夢

）

（

↓

故

院

｛
花
山
院
一
）

（
上
）
ー
虞
（
平
濁
）
舜
ー
帝

（
ノ
)
[
之
]

カ
ナ
シ

風

、

玉

ー

山

（

ノ

)

[

之

]

東

に

悲

ヒ

。

阿

ー

闇

ー

世

ー

王

（

ノ

)

[

之

]

夢

・

煙

、

金

ー

河

[

苺

「
抜
提
河
也
」
]
(
ノ
)
[
之
]
西
に
暗
シ
。

(
5
ー
ニ

六――-）

〔
有
虞
舜
帝
之
徳
風
悲
玉
山
之
東
阿
闇
世
王
之
夢
煙
暗

金
河
之
西
〕

阿

闇

世

王

は

、

摩

謁

陀

国

、

頻

婆

羅

王

の

子

。

前

五

惟

紀

の

人

。

太

子

の

時

、

提

婆

達

多

に

唆

か

さ

れ

て

父

を

殺

し

母

を

幽

閉

し

て

王

と

な

っ

た

が

、

後

に

仏

法

に

帰

依

し

、

中

印

度

の

盟

主

と

な

っ

た

。

右

の

「

阿

闇

世

王

之

夢

」

と

は

、

彼

が

夢

か

ら

覚

め

、

こ

れ

は

何

の

祥

か

と

諸

臣

に

尋

ね

た

所

、

「

是

佛

涅

槃

不

祥

之

相

」

（
「
大
般
涅
槃
経
後
分
j

下

聖

躯

廓

潤

品

第

四

、

『

大

正
蔵
j

第

十

二

巻

）

と

答

え

た

と

い

う

故

事

に

基

く

も

有

徳

〈
の
死
〉

-6-



（
チ
）
＇

孝

1
文
皇
ー
帝
、
理
ー
世
（
ノ
)
[
之
]
年
に
過
キ

タ
リ
。
其
（
ノ
）
昇
（
平
）
ー
霞
を
思
へ
は
亦
・
南

ー
岳
大
ー
師
、
臨
ー
終
（
ノ
)
[
之
]
日
に
同
シ
。

(
6
1
二
六
七
）

〔
計
其
御
宇
則
過
孝
文
皇
帝
理
世
之
年
思
其
昇
霞
亦
同

南
岳
大
師
臨
終
之
日
〕

・
花
香
梵
唄
（
ノ
)
[
之
]
荘
厳
、
亦
南
岳
ノ
[
之
]

光
儀
二
在
リ
（

1

5

1
二
八
八
）

〔
花
香
梵
唄
之
荘
厳
亦
在
南
岳
之
光
儀
〕

南
岳
大
師
は
、
惹
思
、
陳
の
高
僧
で
、
大
建
九
年
六

月
二
十
二
日
入
寂
（
『
佛
祖
統
記
』
六
、
「
大
正
蔵
j

第
四
十
九
巻
）
。
前
者
の
例
は
、
厳
密
に
は
象
徴
的
意

味

と

は

認

め

ら

れ

な

い

が

、

こ

の

篇

の

本

文

中

に

、

其

（
ノ
）

御

I 
,-• → 

ヨ・ウ

カ
ゾ

（
上
）
を
計
フ
レ
は
則

(
5
)

南

岳

大

師

都
一
）

（
↓
故
人

の

で

、

釈

迦

入

滅

の

時

の

悲

し

み

を

表

現

す

る

所

か

ら
、
故
院
（
花
山
院
）
の
死
の
象
徴
と
し
て
理
解
さ
れ

る
。
「
阿
闇
世
王
之
夢
」
か
ら
釈
迦
入
滅
を
連
想
さ
せ

る
も
の
で
、
こ
こ
で
も
故
人
を
釈
迦
に
な
ぞ
ら
え
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
因
に
、
対
旬
表
現
中
、
「
阿
闇

世
王
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
「
有
虞
舜
帝
」
で

あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
一
方
が
仏
典
に
基
く
故

事

で

、

一

方

が

後

述

の

如

く

漢

籍

に

基

く

も

の

で

あ

る
。

―
一
条
院
、

覚

運

僧

「
六
月
廿
二
日
遂
以
入
滅
」
と
あ
る
如
く
、
一
条
帝
も

こ
の
月
日
に
崩
御
し
、
彼
に
比
す
る
の
で
あ
る
。
又
、

後
者
も
、
覚
運
追
善
の
法
会
の
荘
厳
の
光
儀
を
南
岳
の

そ
れ
に
見
立
て
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
例
と
も
に
追
善

の
対
象
と
な
る
故
人
に
擬
え
る
べ
く
南
岳
大
師
を
持
ち

出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
6
)

難
陀
（
↓
名
香
）

カ
ウ

・
香
は
則
（
チ
）
難
ー
陀
此
ー
岸
（
ノ
)
[
之
]
煙
を

求

メ

・

花

は

則

（

チ

）

樹

ー

提

後

ー

園

（

ノ

）

ハ

ナ

フ

サ

サ

、

[
之
]
碁
を
慾
;
ノ

o

(

1

2
ー
ニ
八
二
）

〔
香
則
求
難
陀
此
岸
之
煙
花
則
瑛
』
樹
提
後
園
之
碁
〕

「
難
陀
」
は
阿
難
陀
龍
王
。
名
香
頻
り
に
流
布
し
た

故

事

（

「

法

華

経

」

巻

第

六

薬

王

菩

薩

本

事

品

第

二

十

三
、
「
大
正
蔵
j

第

九

巻

、

な

ど

）

か

ら

、

追

善

法

要

を
営
む
荘
厳
の
一
と
し
て
の
名
香
煉
ら
す
こ
と
を
こ
の

よ
う
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
7
)

樹
提
（
↓
珍
花
）

カ

ウ

・
香
は
則
（
チ
）
難
ー
陀
此
ー
岸
（
ノ
)
[
之
]
煙
を

求

メ

・

花

は

則

（

チ

）

樹

提

後

ー

園

（

ノ

）

ハ

ナ

フ

サ

サ

、

[

之

]

碁

を

黎
L

ケ
。
（
前
掲
）

法
会
の
様
子
を
記
述
す
る
に
際
し
、
仏
像
・
堂
舎
の

立

派

さ

に

添

え

ら

れ

る

の

は

、

香

と

花

で

あ

る

。

名

香

を

「

難

陀

」

の

故

事

に

求

め

、

珍

花

を

供

す

る

に

「

樹

提
」
を
引
く
。
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樹

提

と

は

、

樹

提

伽

。

富

裕

長

者

の

名

で

、

園

の

花

の
天
風
に
舞
い
、
王
殿
の
前
に
吹
き
着
く
故
事
（
「
是

臣

家

後

園

中

萎

落

之

華

。

遇

天

風

起

吹

王

殿

前

」

「

佛

説
樹
提
伽
経
』
、
「
大
正
蔵
j

第
十
四
巻
）
に
基
く
か

と
見
ら
れ
る
。

(
8
)

荊
硲
（
↓
師
匠
）

ワ
カ

・
室
の
ー
中
に
年
ー
少
キ
[
之
]
遣
|
弟
多
シ
．
前

l

ケ
イ

途
を
[
於
]
荊
（
平
）

l
硲
(
平
）
(
ノ
）
[
之
]
雲

に
失
フ
。

(
1
5
1
二
八
七
）

〔
室
中
多
年
少
之
遺
弟
失
前
途
於
荊
硲
之
雲
〕

荊

硲

は

、

元

来

地

名

、

転

じ

て

荊

硲

尊

者

湛

然

を

指

す

。

門

人

が

慕

い

、

「

門

人

奉

全

身

塔

於

智

者

埜

城

之

西

南

隅

」

の

あ

り

さ

ま

で

あ

っ

た

（

「

佛

祖

統

記

j

七
、
「
大
正
蔵
j

第
四
十
九
巻
）
。
こ
こ
は
故
人
覚
運

僧

都

の

、

遺

弟

に

対

す

る

〈

師

匠

〉

と

し

て

の

立

場

を

「
荊
硲
」
に
託
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
、
何
ら
か
の
象
徴
的
意
味
を
担
っ
て
い
る
と

見

ら

れ

る

人

名

、

仏

名

語

彙

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

多

く

は
、
追
善
の
対
象
と
な
る
故
人
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で

あ

る

こ

と

が

注

目

さ

れ

る

。

次

い

で

、

法

会

に

参

列

す

る
悲
嘆
に
暮
れ
る
者
を
、
そ
の
立
場
（
母
と
し
て
、
臣

下

と

し

て

）

か

ら

詠

じ

た

も

の

、

そ

し

て

、

法

会

の

荘

厳
に
添
え
る
名
香
珍
花
を
表
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
総
じ
て
追
善
法
要
の
目
的
に
適
っ
た
用
法

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ

れ

に

対

し

て

、

単

に

記

録

的

意

味

を

担

っ

て

い

る

語
彙
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

．
梵
ー
風
を
扇
イ
而
需
ー
命
を
増
ス
・
薬
師
如
来
本
ー

願
殊
ー
妙
ナ
リ
。

(
7
ー
ニ
六
九
）

〔
扇
梵
風
而
増
壽
命
薬
師
如
来
本
願
殊
妙
〕

・
仰
キ
—
願
ハ
ク
は
鷲
ー
頭
雲
ー
癖
レ
・
鶏
ー
足
山
ー

開

ケ

て

無

ー

上

世

ー

尊

・

高

ク

妙

ー

覚

（

ノ

）

ナ

ラ

ヒ

サ

マ

ッ

座

を

並

へ

。

摩

ー

詞

迦

ー

葉

・

脆

イ

て

附

ー

ク
テ
マ
ッ

衣

を

奉

ラ

ン

濁

（

ノ

)

[

之

]

(
7
ー
ニ
七

0
)

〔
仰
願
鷲
頭
雲
審
鶏
足
山
開
無
上
世
尊
高
並
妙
覚
之
座

摩
詞
迦
葉
脆
奉
附
属
之
衣
〕

・
嵯
—
呼
．
晨
ー
昏
に
誦
ス
ル
所
は
[
者
]
●
提
|
婆

ー

品

・

造

1
次

に

念

ス

ル

所

は

[

者

]

彊

陀

尊

（

ナ
リ
）

0

（
8
1
-
―
七
二
）

〔
嵯
呼
晨
昏
所
誦
者
提
婆
品
造
次
所
念
者
蒲
陀
尊
〕

・
知
（
ラ
）
不
・
妙
ー
音
暫
ク
自
ー
界
に
来
（
リ
）
て

カ
リ俵

に

後

ー

宮

と

為

レ

ル

敷

。

又

知

（

ラ

）

不

・

観

ー

タ

メ

音
随
ー
類
を
度
セ
ム
欲
｀
ン
て
為
に
化
ー
身
を
現
ス
ル

敷
。

(
8
ー
ニ
七
二
）

〔
不
知
妙
音
暫
来
自
界
来
俵
為
後
宮
欺
又
不
知
観
音
欲

度
随
類
為
現
化
身
歎
〕

[
之
]

[
左

ウ

ク

]

-8-



遍
ー
照
（
ノ
)
[
之
]

何
ソ
黒
—
夜
破
ー
暗
（
ノ
）

サ
ン
。

(
1
2
ー
ニ
八
二
）

〔
方
今
飲
恨
之
日
漸
積
食
香
之
期
欲
盈
非
俵
大
日
遍
照

之
光
何
成
黒
夜
破
暗
之
計
〕

カ

ウ

フ

．

又

病

ヒ

に

臥

シ

、

間

・

冥

ー

助

を

蒙

ラ

ン

か

為

に

ッ

タ

テ

マ

ッ

薬

師

如

来

を

圃

シ

奉

ラ

ン

ト

イ

フ

[

之

]

願

有

り

o

〔
又
臥
病
間
為
蒙
冥
助
有
奉
圏
薬
師
如
来
之
願
〕

四
、
漢
籍
関
係
の
人
名
語
彙

次

に

、

仏

典

以

外

の

、

漢

籍

に

関

わ

る

人

名

語

彙

に

つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

(
1
)

奈
子
（
↓
紙
）

方

ー、に
ノ I
、..,, A 

-, 
． 
恨
を

期::,飲ノ

‘ム

香

[
之
]

[
之
]
日
漸
ク
積
り
・
食
ー

ミ

ス

盈
チ
ナ
ム
と
欲
。
大

1
日

ヵ

光
リ
を
俵
ル
に
非
ス
ン
ハ
・

ハ

カ

リ

コ

ト

ナ

計

を

成

[
之
]

•
今
七
々
の
忌
ー
辰
に
常
て
白
ー
銀
の
像
の

ア
ハ

阿
弥
陀
佛
•
井
セ
て
観
音
勢
至
二
菩
薩
を
冶

シ

ウ

（
上
）
ー
錆
（
去
）
シ
奉
ツ
ル
。

(
8
1
二
七
二
）

〔
今
常
七
々
忌
辰
奉
冶
錆
白
銀
像
阿
弥
陀
佛
井
観
音
勢

至
二
菩
薩
〕

（
タ
リ
）

叡
ー
念
有
リ
。

ハ

ウ

フ

に
・
魚
ー
網
（
上
濁
）
蕉
リ
ム
タ
リ
と
雖
（
ト
モ
）

＊
ト
リ

（

平

）

ー

芝

（

平

）

か

池

（

ノ

）

ー

畔

に

松

ー

煙

深

（
キ
）
に
非
（
ス
）
。
（
前
掲
）

「
張
芝
」
は
、
後
漢
・
洒
泉
の
人
。
草
書
に
巧
で
、

張゚

タ
テ
マ
ッ

．
又
•
上
ー
皇
、
昔
一
切
経
を
寓
シ
奉
ラ
ム
ト
イ
フ

サ
イ

[
之
]
叡
ー
念
有
リ
。
察
（
去
）
ー
子
か
宅
の
ー
中

ハ
ウ

7

に
・
魚
ー
網
（
上
濁
）
藷
リ
ム
タ
リ
と
雖
（
ト
モ
）
。

シ

＊

ト

リ

張
（
平
）
ー
芝
（
平
）
か
池
（
ノ
）
ー
畔
に
松
ー
煙

深
（
キ
）
に
非
（
ス
）

0

（
3

1
二
六

0
)

〔
又
上
皇
昔
有
奉
寓
一
切
経
之
叡
念
察
子
宅
中
魚
網
雖

藷
張
芝
池
畔
松
煙
非
深
〕

察

子

は

、

察

倫

、

桂

陽

の

人

。

「

樹

膚

麻

頭

及

散

布

魚

網

」

を

用

い

て

紙

を

製

造

し

帝

に

献

上

し

た

（

「

後

漢
書
」
巻
第
七
十
八
宦
者
列
伝
巻
六
十
八
）
。

右
は
、
上
皇
朱
雀
院
が
、
昔
一
切
経
書
写
の
叡
念
の

あ

っ

た

こ

と

に

因

ん

で

、

紙

墨

を

整

え

て

今

朝

そ

の

功

を

終

え

た

こ

と

を

述

べ

た

も

の

で

、

「

察

子

」

・

「

魚

網

」

は

、

書

写

供

養

の

た

め

の

〈

紙

〉

を

象

徴

的

に

表

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
)
張
芝
（
↓
硯
）

『

ン

タ

テ

マ

ッ

．

又

・

上

ー

皇

、

昔

一

切

経

を

寓

シ

奉

ラ

ム

ト

イ

フ

察
（
去
）

1
子

か

宅

の

ー

中

[
之
]
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(
5
ー
ニ
六
四
）

池

に

臨

ん

で

書

を

学

び

、

水

は

こ

の

た

め

墨

と

な

る

（
「
後
漢
害
j

巻

第

六

十

五

皇

甫

張

段

列

伝

第

五

十

五

）

。

色

葉

字

類

抄

に

も

、

「

張

芝

」

を

硯

の

別

名

と

し

て

、

「

松

煙

」

を

墨

の

別

名

と

し

て

記

載

す

る

こ

“

5
)

。

そ

の

筆

さ

ば

き

の

巧

妙

で

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

転

じ

て

〈

硯

〉

を

意

味

し

、

「

松

煙

」

の

〈

墨

〉

と

と

も
に
、
仏
経
書
写
の
具
を
表
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。

(
3
)

有
虞
舜
帝
（
↓
故
院
｛
花
山
院
一
）

•
有
（
上
）
ー
虞
（
平
濁
）
舜
ー
帝
（
ノ
)
[
之
]
徳
・

カ
ナ
シ

風

、

玉

ー

山

（

ノ

)

[

之

]

東

に

悲

ヒ

。

阿

ー

闇

ー

世

ー

王

（

ノ

)

[

之

]

夢

・

煙

、

金

1
河
五
、
「
抜
提

河
也
」
]
(
ノ
)
[
之
]
西
に
暗
シ
。
（
前
掲
）

有

虞

舜

帝

は

、

『

史

記
j

巻
一
五
帝
本
紀
第
一
な
ど

に

記

さ

れ

る

よ

う

に

、

中

国

伝

説

上

の

有

徳

の

帝

で

あ

る

。

こ

こ

は

、

故

院

・

花

山

院

を

「

有

虞

舜

帝

」

に

擬

え

て

、

そ

の

徳

を

偲

ん

で

い

る

も

の

で

、

こ

の

対

句

の

下
旬
で
、
釈
尊
に
見
倣
し
て
い
る
の
に
対
し
て
い
る
。

尚

、

「

玉

山

」

は

、

群

玉

山

の

こ

と

で

、

し

ば

し

ば

不
死
•
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
る
西
王
母
の
居

所

と

し

て

知

ら

れ

る

が

、

そ

の

よ

う

な

所

ま

で

悲

し

み

の

及

ん

だ

こ

と

を

述

べ

る

の

で

あ

る

。

＇

(
4
)

成
子
（
↓
学
徳
）

・

聖

虚

了

、

竺

陛

下

・

早

ク

成

1
子
か
[
之
]

石

を

尋

（

ネ

）

て

、

永

ク

王

1
母

（

ノ

)

[

之

]

玉

ヲ
ク

を
贈
ル
。

[
之
]

【
須
】

ノ
。`̀
 

(
7
ー
ニ
六
九
）

〔
聖
虚
陛
下
早
尋
成
子
之
石
永
贈
モ
母
之
至
〕

「
成
子
之
石
」
と
は
、
燕
卵
ほ
ど
の
大
き
さ
の
文
石

で

、

成

子

が

こ

れ

を

呑

み

「

天

下

通

偏

」

と

な

り

、

彼

が

病

に

な

り

、

吐

い

た

石

を

授

か

っ

た

充

宗

も

「

碩

学

」

と

な

っ

た

（

『

西

京

雑

記

」

第

一

）

。

こ

の

故

事

に

基

く

右

の

記

述

は

、

聖

霊

陛

下

（

花

山

院

）

の

徳

性

の

一

と

し

て

、

学

殖

の

深

さ

・

見

識

の

高

さ

に

言

及

し

て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

但

し

、

こ

こ

で

い

う

花

山

院

の

「

学

殖

」

と

は

、

後

述

の

「

王

母

」

の

故

事

が

、

譲

位

の

こ

と

を

示

す

と

す

る

と

、

紀

伝

・

明

経

の

学

で

な

く

仏

道

の

こ

と

を

示

す

も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

(
5
)
王
母
（
↓
譲
位
、
不
死
•
長
寿
の
女
性
）

・
聖
虚
[
ィ
、
雲

U

陛
—
下
●
早
ク
成
！
子
か
[
之
]

石

を

尋

（

ネ

）

て

、

永

ク

王

1
母

（

ノ

)

[

之

]

玉

ヲ
ク

を
贈
ル
。
（
前
掲
）

中

国

伝

説

上

の

理

想

帝

舜

が

有

徳

の

虞

に

譲

位

す

る

際

に

西

王

母

が

玉

を

献

上

し

た

故

事

（

『

尚

書

大

伝
j

巻

一

下

虞

夏

伝

）

よ

り

、

花

山

院

の

譲

位

を

称

賛

し

て

い
る
。

・
唯
（
シ
）
須
ラ
ク
日

1
月

を

[

於

]

仙

1
家
に
迎
ヘ

ヨ

ハ

ヒ

イ

ノ

以
王

1
母

（

ノ

)

[

之

]

歯

を

祝

リ

・

春

ー

秋

を

[

於

]

法

_

騨

に

買

フ

以

臣

ー

子

ア
ラ
ハ

誠

を

表

ス

（
ノ
）
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（入）

（
↓
故
院

｛
一
条
院
一

(
ノ
)
[
之
]

ト
ナ

滅
ー
度
を
唱
フ
・

(

6

)

二
六
六
）

〔
最
深
者
渭
陽
嗚
咽
之
暁
浪
雙
林
忽
唱
滅
度
〕

渭
陽
は
、
元
来
渭
水
の
北
を
指
す
地
名
で
あ
る
が
、

秦
の
康
公
が
そ
の
母
の
兄
弟
で
あ
る
晋
の
文
公
の
帰
国

を

こ

の

地

に

送

っ

て

亡

き

母

を

追

念

し

た

詩

（

『

毛

詩

」

巻

第

六

国

風

・

渭

陽

二

章

章

四

旬

）

に

基

づ

い

て
、
母
方
の
伯
叔
父
（
舅
）
を
示
す
。
こ
こ
は
、
故
一

条
院
の
中
宮
彰
子
の
父
•
藤
原
道
長
を
指
し
、
そ
の
悲

し
み
を
述
べ
て
い
る
。
人
名
で
は
な
い
が
、
固
有
名
詞

の
地
名
が
親
族
呼
称
に
転
じ
た
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に

取
り
上
げ
た
。

(
7
)

孝
文
皇
帝

暁
の
ー
浪
、

〔
唯
須
迎
日
月
於
仙
家
以
祝
王
母
之
歯
買
春
秋
於
法
騨

以
表
臣
子
之
誠
〕

（
西
）
王
母
は
、
「
弱
水
之
上
有
西
王
母
生
不
知
老

輿
天
相
保
」
（
『
焦
氏
易
林
j

巻
五
為
災
・
臨
）
と
あ

る
如
く
、
長
寿
の
仙
女
で
、
こ
こ
は
、
故
人

11
村
上
天

皇
母
后
（
穏
子
）
の
生
前
を
西
王
母
に
な
ぞ
ら
え
て
、

そ

の

長

寿

に

対

す

る

祝

意

を

表

明

し

て

い

る

の

で

あ

る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
〈
長
寿
〉
の
象
徴
と
し
て

「
王
母
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
6
)

渭

陽

（

↓

母

方

の

伯

叔

父

・

舅

｛

藤

原

道

長
一
）

モ
ノ
，

•
最
モ
ー
深
キ
者
は
、

渭キ

（去）

ウ

ェ

ッ

ー
陽
嗚
（
平
）
ー
咽

タ
（
チ
マ
チ
）

雙

ー

林

忽

に

（
ノ
）

（
チ
）
．

ス

孝
ー
文
皇
ー
帝
、
理
ー
世
（
ノ
)
[
之
]
年
に
過
キ

タ
リ
。
其
（
ノ
）
昇
（
平
）
ー
霞
を
思
へ
は
亦
・
南

ー
岳
大
ー
師
、
臨
ー
終
（
ノ
)
[
之
]
日
に
同
シ
。

（
前
掲
）

故
一
条
院
の
治
世
の
年
を
、
唐
土
の
有
徳
の
帝
孝
文

皇
帝
の
そ
れ
に
比
し
て
い
る
（
『
漢
書
j

巻

四

文

帝

紀

第
四
）
。

(
8
)

李
夫
人
（
↓
故
女
御
口
仇
子
一
）

ム

カ

シ

タ

マ

シ

ヒ

カ

へ

．
昔
ー
日
・
李
ー
夫

1
人

か

[

之

]

魂

を

反

ス

・

尚

ラ
ウ

方
ー
士
を
努
ス
可
シ
。

(
1
0
ー
ニ
七
七
）

〔
昔
日
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
努
方
士
〕

漢
の
武
帝
に
寵
愛
さ
れ
る
も
、
早
く
卒
し
た
た
め
、

帝
は
そ
の
形
を
甘
泉
宮
に
画
い
て
思
念
し
そ
の
魂
を
反

さ
ん
と
方
士
を
労
し
た
（
『
漢
書
j

巻
九
十
七
上
外
戚

伝
巻
六
十
七
上
・
孝
武
李
夫
人
、
『
白
氏
文
集
」
巻
第

四
・
諷
諭
「
李
夫
人
」
）
故
事
を
踏
ま
え
、
故
女
御
・

藤
原
為
光
の
息
女
派
3

子
の
死
を
、
帝
花
山
天
皇
が
悼
む

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
の
「
李
夫
人
」

は
、
追
善
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
故
女
御
を
象
徴
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
9
)

風
胡
（
↓
刀
剣
）

・
心
ー
肝
（
平
）
屠
而
静
ナ
ラ
不
・
風
胡
を

ウ

（

チ

）

ノ

中

に

呑

ム

か

如

シ

。

其

（
ノ
）

御
] 

宇ゥ

（
上

(
1
5
ー

ニ

八

カ
ソ

を

計

フ

レ

は

則

[
於
]

胸

-11-



五
、

そ
の
他
の
人
名
語
彙

こ

こ

で

は

、

追

善

願

文

に

見

え

る

人

名

語

彙

の

う

ち

、

仏

典

や

漢

籍

を

踏

ま

え

た

故

事

に

関

係

す

る

人

物

で

は

な

い

も

の

を

見

て

お

く

。

こ

れ

ら

は

、

概

し

て

当

該

法

要

に

係

る

具

体

的

な

人

名

語

彙

で

あ

っ

て

、

何

か

の

象

徴

的

意

味

を

担

っ

て

い

る

と

は

認

め

難

い

も

の

で

あ
る
。

イ
ム
シ

．
去
—
月
の
十
九
日
・
故
延
ー
暦
ー
寺
の
座
ー
主
大

シ

ャ

ウ

シ

ッ

ヰ

僧

正

良

源

を

請

（

シ

）

て

戒

ー

師

と

為

て

終

に

以

て
入
ー
道
ス
[
焉
]
゜
（

8

1
二
七
二
)

〔
去
月
十
九
日
請
故
延
暦
寺
座
主
大
僧
正
良
源
為
戒
師

終
以
入
道
焉
〕

ス

｀

マ

ウ

・

弟

子

為

ー

光

前

ン

て

佛

に

白

シ

て

言

サ

ク

(
1
0
ー
ニ
七
六
）

〔
弟
子
為
光
前
白
佛
言
〕

七）〔
心
肝
屠
而
不
静
如
呑
風
胡
於
胸
中
〕

「
風
胡
」
は
、
春
秋
・
楚
の
人
。
刀
剣
の
鑑
定
に
す

ぐ

れ

昭

王

に

仕

え

た

（

「

越

絶

書

』

巻

第

十

一

越

絶

書

外

博

記

賓

剣

第

十

三

）

。

転

じ

て

、

こ

こ

で

は

〈

刀

剣

〉

の

意

に

用

い

て

い

る

と

見

ら

れ

、

死

別

の

悲

し

み

は

、

刀

剣

を

胸

の

中

に

呑

む

よ

う

だ

と

例

え

て

い

る

の

で
あ
る
。

以

上

、

「

本

朝

文

粋
j

所

収

追

善

願

文

の

文

章

を

対

象
と
し
て
、
人
名
•
仏
名
語
彙
に
注
目
し
て
、
そ
の
象

徴

的

意

味

に

つ

い

て

検

討

し

、

さ

ら

に

文

章

中

の

役

割

に

つ

い

て

考

え

て

き

た

。

そ

の

概

略

を

ま

と

め

て

表

示

す
る
と
〔
表
〕
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

人
名
•
仏
名
語
彙
が
、
あ
る
象
徴
的
意
味
を
担
っ
て

用

い

ら

れ

る

時

、

当

該

法

要

の

テ

ー

マ

た

る

追

善

の

対

象

と

な

る

故

人

に

焦

点

化

さ

れ

、

故

人

を

中

心

と

し

六
、
ま
と
め
ー
「
本
朝
文
粋
』

語
彙
の
位
置
ー

に

お

け

る

追

善

願

文

て

ー

惟

レ

ハ

・

亡

ー

息

兵

ー

部

郎

1
中

ス
エ

澄

ー

明

夏

の

ー

季

に

病

を

受

ケ

て

秋

の

ー

初

メ

に

ゾ

ム

世
を
背
ク
。

(
1
3
ー
ニ
八
三
）

〔
伏
惟
亡
息
兵
部
郎
中
澄
明
夏
季
受
病
秋
初
背
世
〕

第

一

例

は

戒

師

、

二

例

め

は

願

主

、

三

例

め

は

故

人

の

名

を

示

し

て

い

る

。

二

例

め

は

、

冒

頭

部

で

あ

っ

て
、
「
弟
子

0
0
」

と

し

て

、

願

主

の

名

を

明

示

し

て

書

き

起

こ

す

の

は

平

安

時

代

初

期

か

ら

見

え

る

願

文

の

常
套
的
表
現
形
式
で
あ
る
（
注
6
)

。

三

例

め

の

よ

う

に

故

人

の

名

を

記

録

的

に

示

す

の

は

、

文

章

構

成

上

「

伏

惟

」

等

で

導

入

さ

れ

る

故

人

（
聖
霊
）
の
生
前
の
様
を
語
る
部
分
の
最
初
に
位
置
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

伏

（
シ
）
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典
拠
と
な
る
故
事
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、

仏典と

漢 籍 仏 典

李 孝 有 荊ー南 釈 故
ー可夫 文 虞 硲帝岳大 ,......,阿 迦 人
女人一皇ー舜 ー・ 帝闇一如 の＾
御 帝帝帝帝 僧僧師..__,世帝来 対追
'' '' '' '''' '---'王ー 象善

・--

性・王 成 者: 至故
一』長母,......,子 一域 る人

寿―'学 名 まの
の譲徳 医 で死
女位ー '' に

風 渭 摩 すの死
r--, 胡一 陽 ,......., 耶 る 意 後
刀 舅 母夫 者を‘
剣

I I 

ー［人 表 哀
'' 明 悼

張察 樹 難 装法
芝子 .--, 提ー、陀 置 会
I I I I 珍 名 の
硯紙 花 香 舞
I I I I 

'' '' 台

〔
表
〕

て

、

さ

ら

に

は

、

悲

嘆

哀

悼

す

る

法

会

の

参

列

者

、

又

、

時

に

法

会

の

荘

厳

・

舞

台

装

置

に

関

わ

る

形

で

使

用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

,......__ .... 
1注
、.......

渡
辺
秀
夫
「
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』

第
四

漢
籍
双
方
に
わ
た
っ
て
お
り
、
又
、
対
旬
表
現
中
の
一

方

の

句

で

、

仏

典

に

拠

る

か

と

思

え

ば

、

も

う

一

方

の

旬

で

は

、

漢

籍

中

の

人

名

を

用

い

る

と

い

う

こ

と

が

あ

る

。

此

の

辺

り

に

、

「

本

朝

文

粋

」

所

収

の

漢

詩

文

の

諸

篇

に

お

け

る

追

善

願

文

の

表

現

の

独

自

性

を

見

る

こ

と
が
で
き
よ
う
か
と
思
う
。

こ

の

〔

表

〕

の

中

で

、

『

本

朝

文

粋

j

中

の

他

の

ジ
ャ
ン
ル
の
篇
に
も
認
め
ら
れ
る
人
名
•
仏
名
と
し
て

は

、

仏

典

関

係

で

は

、

「

釈

迦

（

世

尊

）

」

「

阿

闇

世

王

」

「

荊

硲

」

、

漢

籍

系

で

は

「

有

虞

舜

帝

」

「

孝

文

皇

帝

」

「

西

王

母

」

「

渭

陽

」

「

察

子

」

が

あ

る

。

逆

に

「

本

朝

文

粋

j

中

で

も

、

追

善

願

文

に

し

か

見

ら

れ

な

い

人

名

語

彙

と

し

て

、

仏

典

系

で

は

、

「

南

岳

大

一

師

」

「

者

域

」

「

摩

耶

夫

人

」

「

難

陀

」

「

樹

提

」

13

が

、

漢

籍

系

で

は

、

「

李

夫

人

」

、

「

成

子

」

、

「

風

一

胡
」
、
「
張
芝
」
が
あ
る
。

今

後

は

、

右

に

述

べ

た

こ

と

が

、

「

性

霊

集

』

．

「
菅
家
文
草
j

• 

「
本
朝
続
文
粋
j

• 

「
江
都
督
納
言

願

文

集

』

等

に

所

収

の

平

安

時

代

の

追

善

願

文

と

ど

の

程

度

共

通

す

る

性

格

の

も

の

で

あ

る

か

を

検

討

し

て

ゆ

く

必

要

が

あ

る

。

又

、

今

回

、

さ

し

あ

た

り

人

名

語

彙

に

注

目

し

た

の

で

あ

る

が

、

地

名

語

彙

に

つ

い

て

の

検

討
も
課
題
と
な
ろ
う
。



[
本
学
教
員
]

篇
願
文
の
世
界
（
平
成
―
―
-
、
勉
誠
社
）

(
2
)

②
、
③
、
④
の
例
に
つ
い
て
は
、

注

(
1
)
渡
辺
文
献

小

峯

和

明

「

『

江

都

督

納

言

願

文

集

j

の
世

界
」
一
ー
五
（
「
中
世
文
学
研
究
」
一
三
ー
一

七
、
昭
和
六
二

i
平
成
三
）

に
詳
し
く
説
か
れ
る
。

(
3
)

山

本

真

吾

「

「

江

都

督

納

言

願

文

集

」

の

文

体

」

（

「

国

文

学

解

釈

と

鑑

賞
j

第
六

0
巻
一

0
号
、
平
成
七
•

l
 

0
)
 

(
4
)

柿

村

重

松

「

本

朝

文

粋

註

釈
J

(
大
正
一
―
‘

内
外
出
版
株
式
会
社
）

(
5
)

原

卓

志

「

色

葉

字

類

抄

に

於

け

る

別

名

の

性

格

ー

古

往

来

に

於

け

る

使

用

量

と

使

用

場

面

と

の

分

析

を

通

し

て

ー

」

（

「

鎌

倉

時

代

語

研

究
j

八
、
昭
和
六
十
．

5
）

(
6
)

山

本

真

吾

「

平

安

時

代

の

願

文

に

於

け

る

冒

頭

・

末

尾

の

表

現

形

式

の

変

遷

に

つ

い

て

」

（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
j

四

九

、

平

成

ニ
・
三
）
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